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　近年の医学の進歩において、医療応用

の期待が大きい画像診断技術にMRI

（Magnetic Resonance Imaging）があ

ります。本法は、磁場と電波を用いて体

内などの画像を撮影することが可能で、

被曝の心配がなく、また、脳の中や脊椎

など、CTが苦手とする部分の断面画像を

撮影することができます。一昨年、本

G-COE研究者の所属する熊本大学薬学

部に、小動物用高磁場MRI装置（BioSp-

ec 70/20 USR）が導入され、その基礎

研究への応用が期待されています。私は、

昨年の11月に台湾のAcademia Sinica

のDr. Chen Changの研究室において、

MRI撮像技術について学習する機会を得

ました。

　Dr. Chen Changの研究室は、MRIの

手法を駆使して、脳の構造学的特徴およ

び脳の代謝活動や生理機能を撮像する

ことを研究テーマとして先端研究を進

める、いわゆる「研究室」としての側面

と、一方で、国内外の研究者の要請に応

じて小動物のMRI画像を撮像する、「研究

支援センター」としての二つの側面をも

つ研究室でした。そのため、研究室では、

そのニーズに応えるために、機器やプロ

グラムを確立する工学系技術員（Proce-

ssing Specialist）、小動物画像を撮像す

る撮像専門研究員（Facility Manager）、

実験に応じた実験動物モデルの確立、ま

たはその手術などを担当する動物研究

員（Animal Physiologist）、そして小動

物MRI研究をin vitroの細胞培養系にて

評価する細胞研究員（Cell Biologist）の

4種類の研究員から構成され、個々の研

究員が有機的に結び付いて機能してい

ました。このような組織運営は、MRI研

究を推進するにあたり大変有意義な方

法であり、本学においても将来的に是非

取り入れるべき手法であると感じました。

　Academia Sinicaは、研究レベルも

極めて高く、また、食事や風土も日本に

近く、親日家が多いという観点からも、

研究留学するにはよい場所であると感

じました。近年、「海外に出て行く若者が

少ない」と言われがちですが、欧米の研

究室のみならず、アジアに目を向けてみ

るのも一つの選択肢であるかもしれま

せんね。
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小動物用MRI撮像技術の習得
～Academia Sinicaとの共同研究を通じて感じたこと～

（上）薬学部に導入された小動物用高磁場MRI装置
（BioSpec 70/20 USR）
（下）Academia SinicaでのMRI画像撮像の一部

Dr. Chen Chang研究室のメンバー


